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近づくと摂食量が減少し，蛹化場所への分散が始まる
（図―7）。その後は追加給餌せず，蛹化するまで静置する。

 3 採蛹・成虫の飼育・採卵
大半の個体が蛹化したころあいで，紙ウエスを飼育

ケースから取り出し，蛹を回収する（図―8）。蛹は二つ
折りした紙ウエスの間に多くあるので，回収したウエス
を広げ，薄い繭を破いて回収する。蛹の雌雄分けは原則
不要である。回収した蛹は，シャーレやアイスクリーム
カップのフタ等に回収する。このとき，変形した蛹や小
さい蛹は回収しない（図―9）。羽化した成虫が出られず
に死亡する場合があるので，深い容器は用いない。蛹の
転がりを防ぐため，容器にペーパー類を敷いてもよい。
これを成虫飼育・採卵用のケース内に配置する。飼育
ケースには，産卵基質としてキッチンペーパー（商品
名：リードキッチンペーパー，ライオン株式会社製）ま
たは紙ウエスを暖簾状に配置したプラスチックケース
（27 cm×36 cm×20 cm程度）を用いる。ウンカ飼育用
ケースを利用してもよい（図―10）。成虫は羽化後交尾し，

キッチンペーパー等に産卵する（図―11）。飼育系統当た
り 1ケースで継代に十分な量の卵塊が確保できる。産卵
期間は，必要な量の卵塊が確保できるまでとする。
採卵は，産卵基質のキッチンペーパー等を回収して行
う。生存している成虫がついてくるので，ペーパーをビ
ニール袋に入れ，二酸化炭素で麻酔したのち除去する。
生存している成虫が多いと，採卵時に暴れて鱗粉や体毛
が舞い，作業が著しく不快になる。そのため，一部の卵
塊がふ化する恐れはあるが，成虫がすべて死亡してから
採卵してもよい。採卵は，1卵塊ごとに産卵基質の紙を
切除して行う。前述したとおり，切り出す卵塊は，2 cm

以上の大きいものを主とする（図―3）。大きな卵塊が十
分量確保できれば，小さい卵塊は廃棄，もしくは放飼用
とする。

 4 飼育計画
本虫の発育ゼロ点は約 10℃，発育完了までの有効積算
温度は人工飼料で飼育した場合 700日度前後とされてい
る（GOMI et al., 2009）。室内で本虫を 25℃，16L8D，湿度

図－8　蛹が付着した紙ウエス（左）と採蛹の様子

2 cm

図－9 蛹のサイズ比較
右の小さい蛹は，可能な限り用いない．

168



53植物防疫　第 80巻第 3号（2026年）

アメリカシロヒトリ

50％ RHで飼育した場合，採卵から次世代の採卵までの
期間はおおむね7週間となる。作業時期の目安としては，
採卵から黒化卵をアイスクリームカップに入れるまで
10日程度，その後採蛹まで 20日程度，採卵まで 10～14

日程度である（図―12）。冬場では，若干遅れる傾向があ
る。

 5 飼育時の留意点
野外から採集した個体群を飼育すると，大半の個体が

紙ウエスの間ではなく，残った餌や虫糞の下で蛹化する
ことがある。その場合，虫糞の下から蛹を探索して回収
する必要があるため，作業が煩雑かつ不快になる。紙ウ
エス間で蛹化した蛹のみを回収し，次世代以降を飼育す
ることで解決できる場合がある。または，新たな系統を
採集・飼育し，紙ウエス間で蛹化する個体群を探索・選
抜すると，累代飼育が容易となる。

図－10 成虫飼育・採卵用ケース
左：大型タッパー，右：ウンカ飼育用ケース．

図－11　産卵中の成虫（左）と産下された卵塊（右）

採卵

幼虫ケースに
移動

採蛹

10～14日程度

3～4日毎に給餌
21日程度

10～14日程度

採卵～採卵までおよそ 7週間

※冬場では若干遅れる傾向がある

図－12　飼育サイクルの目安（25℃，16L8D，湿度 50％ RH程度）
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本虫は比較的長期間の累代飼育が可能であるが，何年
も単一系統で飼育を続けると卵塊が小さくなることがあ
る。定期的（5～10年）に新しい系統と交雑させる，も
しくは新しく採集した個体群を追加すると，安定した個
体数の確保につながる。

III　放飼・試験実施のポイント

本虫を新農薬実用化試験等に用いる場合，幼虫を放飼
し，定着を確認したのち薬剤を処理することが一般的で
ある。放飼には 2～3齢幼虫が適している。果樹の試験
では，1区 1樹として樹当たり 3～4箇所に放飼するこ
とが多い。前述したとおり，3齢幼虫まではアイスク
リームカップ内で飼育ができ，カップ内には数百頭の幼
虫がいる。1樹に放飼する虫数は 1カップで確保できる
と思われるが，カップ内の幼虫は同じ卵塊に由来するた
め遺伝的多様性に乏しい。薬効を正しく評価するには，
同一カップの幼虫を 1樹に放飼するのではなく，放飼箇
所ごとに異なるカップ由来の幼虫を放飼することが望ま
しい。
適当な数の幼虫を取り分け，葉や枝の上に放飼する。
カップ内で巣網が形成されているので，巣網をちぎって

幼虫を取り出し，枝などに絡ませることである程度固定
できる。若い葉が多い枝の先端付近や，葉が重なるよう
なところに放飼すると定着がよい。オウトウなどは，盛
夏期以降には硬化した葉が多くなり，残る葉もまばらに
なるため定着が悪いことがある。このような樹種では，
若く柔らかい葉が多い時期に試験を行う。ツバキやサザ
ンカにはほとんど定着しないので，これらの植物では試
験は実施できない。
順調ならば，放飼から数時間後に幼虫は定着する。定
着した幼虫は集団でまとまって葉を食害し，巣網を形成
するので，定着の判断は容易である。一方，アリやクモ
などの捕食性天敵が放飼箇所に侵入すると，幼虫が捕食
されて分散し，定着しないことがある。アリなどが樹上
に多く認められる樹では，放飼箇所をゴース袋やたまね
ぎネットなどで被覆して定着を促す。十分な虫数が定着
していることを確認するためにも，薬剤散布は放飼翌日
以降に行う。放飼箇所に目印をつけておくと，後の調査
が容易になる（図―13）。
幼虫は比較的定着がよいため，放飼虫数が多いと調査
が大変になる。一方，本虫の試験は，幼虫の発育に伴う
分散や捕食性天敵による攪乱などにより，無処理区でも

図－13 幼虫放飼の様子
左：放飼箇所．
右上：定着し巣網を形成した幼虫．
右下：たまねぎネットによる被覆．
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虫数が減少する傾向にある。試験開始時に，1樹当たり
の定着数が 300～500頭程度になるよう，放飼虫数を調
節するとよい。調査時に巣網を解体する必要はないが，
見落としがないよう注意深く行う。放飼から日数が経つ
と，放飼箇所から移動し，別の場所で巣網を形成するこ
とがある。放飼箇所だけでなく，周辺もよく観察して調
査を行う。

お　わ　り　に

アメリカシロヒトリは比較的飼育が容易で，初心者で
も累代飼育が可能である。当協会では，2箇所の研究
所・試験場で各地域系統を累代飼育している。供試虫の

分譲依頼など，相談事があればご連絡いただきたい。
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「殺虫剤」
●ジンプロピリダズ液剤
25005：エフィコン SL（BASFジャパン）2026/1/14
ジンプロピリダズ：10.8％
りんご：アブラムシ類：収穫 7日前まで
なし，もも：アブラムシ類，カイガラムシ類：収穫 7日
前まで

おうとう：オウトウショウジョウバエ：収穫前日まで
ぶどう：チャノキイロアザミウマ：収穫 7日前まで
キャベツ，ブロッコリー：アブラムシ類：定植当日（灌注）
キャベツ，ブロッコリー：アブラムシ類，アザミウマ
類：収穫前日まで（散布）

はくさい：アブラムシ類：定植当日（灌注）
はくさい：アブラムシ類：収穫前日まで（散布）
レタス類：アブラムシ類：定植3日前～定植当日（灌注）
レタス類：アブラムシ類：収穫前日まで（散布）
トマト，ミニトマト：アブラムシ類，コナジラミ類：定
植当日（育苗ポット灌注）

トマト，ミニトマト：アブラムシ類，コナジラミ類，ア
ザミウマ類，トマトサビダニ類：収穫前日まで（散布）

なす，きゅうり：アブラムシ類，コナジラミ類：定植当
日（育苗ポット灌注）

なす，きゅうり：アブラムシ類，コナジラミ類，アザミ
ウマ類：収穫前日まで（散布）

ピーマン，すいか，メロン：アブラムシ類，コナジラミ
類：定植当日（育苗ポット灌注）

ピーマン，すいか，メロン：アブラムシ類，コナジラミ
類：収穫前日まで（散布）

掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録年月日，有効成分：含有量，対象作物：対象病害
虫：使用時期等。ただし，除草剤・植物成長調整剤については，適用作物，適用雑草等を記載。

いちご：アブラムシ類：定植当日（育苗ポット灌注）
いちご：アブラムシ類，アザミウマ類：収穫前日まで
（散布）
てんさい：アブラムシ類：定植当日（灌注）
てんさい：アブラムシ類：収穫前日まで（散布）
ばれいしょ：アブラムシ類：植付時（植溝内土壌散布）
ばれいしょ：アブラムシ類：収穫前日まで（散布）
だいず：アブラムシ類：収穫前日まで
茶：チャノミドリヒメヨコバイ，チャノキイロアザミウ
マ：摘採 14日前まで

「殺虫・殺菌剤」
●調合油乳剤
25006：サフオイルストレート（OATアグリオ） 

2026/1/21
調合油：0.32％
野菜類：ハダニ類，うどんこ病：発生，発病初期

「除草剤」
●シクロピリモレート・テフリルトリオン・トリアファ
モン粒剤

25007：サーカス楽粒（北興化学）2026/1/21
シクロピリモレート：4.0％
テフリルトリオン：8.0％
トリアファモン：2.0％
移植水稲：一年生雑草，多年生広葉雑草，キシュウスズ
メノヒエ

新しく登録された農薬（2026.1.1～2026.1.31）

171


